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1．最終目標
従来のGDLの製造工程における超高温雰囲気下での工程（炭化工程、焼成工程）

を省略化し、生産性が高く製造エネルギー負荷の低いGDLを開発する
また本GDLはフッ素フリーで構成されており、環境負荷の小さい

2．成果進捗概要
・2024年3月時点の達成状況は下表
・2024年度中に更なるガス拡散抵抗の低減およびI-V特性の改善を目指す

従来のGDLは炭化工程やMPL塗布後の焼成工程において超高温雰囲気下に
する必要がある為に、生産速度が大きく制限されている
今後増えるGDLの需要量を満たす生産能力を備える為にはGDLの製造プロ
セスの見直しが必要

粉体表面を覆うことなく、80wt％以上の微粒⼦を抄き込むことが可能

Ⅰ導電材料および撥水樹脂の微粒子の抄き込み
⇒炭化/焼成無しでもGDLに必要となる低電気抵抗と撥水性の付与が可能

Ⅱ熱プレスによる厚みと強度をコントロール

独自の特殊抄紙・紙加工技術を活用することで
低環境負荷・低コスト・薄膜化 を達成したGDLの開発が可能

A．高生産効率：炭化/焼成工程を省略
B．低環境負荷：消費電力 約90％削減（推定比較）
C．50〜100μmのGDLを開発する。（薄膜化）

導電性の改善は以下の方法により従来GDLと同等の電気特性を達成
①撥水性バインダーの導電化
②導電材料の担持
③構造の最適化

水色：従来GDL

⿊色：本事業GDL

各過電圧解析状況
抵抗過電圧：従来GDLと同等

拡散過電圧：高電流密度時に急激に性能が悪化
フラッディングが発生している様子
原因調査進行中

各工程の検討状況
抄紙工程：上記の通り実機において、繊維凝集が発生

原因抽出完了
対策案検討中

プレス工程：課題検証完了
塗工工程：最適塗布方法を探索中
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